
USHA Japan 第 36 回議事録 

2023年 3月 18日㈯ 15：00～16:00 

 場所：ZOOM会議              

    

出席者：小野、酒井、橋本、金子、井村、滝井（敬称略） 

審議事項 

1) HPの作成と公開の取り組みについて（酒井、Prakash、井村） 

5 社にて見積もりを実施。一般的なフォームでの作成依頼で 20 万円〜30 万円を見込んでいたが、AS 株式会社で 10 万

円、追加作業があればプラスアルファされる形で、安価で対応も丁寧であることから決定。パルカス副会長、井村を含め 3

月 20日に先方とセッションを予定。 

C.前回会議報告の通り、ネパール業者とうまく行かず、再検討を実施。当初費用がかかる見込みであり捻出方法を検討して

いた。ただ今回最低限の 10万円で作成可能となり安堵している。詳細はセッション後検討を。(小野) 

C.ネパール業者への支払いが 8 万円から 4 万になったか不明、かつ 4 万円の領収書も未受け取り。可能な限り会の費用

から今回の HP費用を捻出したいと考えているが、現時点で支払い確定できず(井村) 

C.今回のことはネパール業者の不履行であり、しっかりと主張をする必要があると。パルカス副会長によりハンドリングいただき、

しっかり確認を(小野) 

C.現段階で予算がない状態であると理解。NGOの寄付金等集まりしだい返金で問題ない(酒井) 

 

2） 総会準備について（井村） 

総会を 3月から 7月に延期し準備中。新役員の出席もあり場所を検討している。他の部分はおおよそ準備完了。 

Q.一つの案としてプルシュタム理事と調整を実施。本部をプルシュタム理事のお店に置くにあたり、事務所開きも兼ねて総会

の実施も行うのはどうか。プルシュタム理事には打診済みで総会の日時にもよるが今後に検討。(小野) 

A.個人的には問題なし。ただプルシュタム理事のところ不便だという印象もある。パルカス副会長へメンバーの名簿を依頼し

ているも連絡がなく、確認できていないが、メンバー住所見ると大阪、京都、神戸となり、可能な限り中間地点での実施を(酒

井) 

C.プルシュタム理事のところであれは費用もかからず、店に影響がないなら問題ないと思う。ただし日時にもよるためプルシュ

タム理事とも調整。他の場所についても確認した上で、次回の理事会で決定する。(井村) 

 

3） 一般社団法人への移行の取り組みについて（井村、小野） 

総会で承認を得る必要がある事項。内容を事務局で検討し、現在は定款を作成中。定款の中で、プルシュタム理事のお店

を本部と置く予定だが、登記が必要になりプルシュタム理事として問題ないか、税金もかかってくるため確認が必要。また支

部の登録についても検討が必要である。本部は必須だが、支部は置くと関連事務仕事が発生してしまい、拠点としての建付

で定款には書かず、会則に記載する形でもいいのではないかと考えている。定款へ記載すると施行が必要になり、またネパ

ールと業務を行うにあたりコミュニケーション等課題もある中、なるべく理事に関しては最小限にし、軌道に乗ってから大きく

するのがいいのではと考えている。（井村） 

C.クリアしないといけない課題の洗い出しを実施、検討を進める。社団法人化については、社会的信用の取得、それにより外

部資金の取得が可能となってくる。法人化自体は難しくないため、総会までに懸案事項の検討を行う(小野) 

 

4） 会務引継ぎについて（小野） 

正式には総会で新旧交代承認が必要。すでに一部メンバーの紹介もあり、これから詰めていき、必要であれば総会前の情

報交換も実施する。 

 

5） その他 

事業費について  

法人化費用については認証後、当面はホームページ費用のみ。今後の検討が必要 

 

 

次回会議予定 4月 15日（土） 15:00～16:00  

   

 


